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１. はじめに  

もみがら灰（以下ＲＨＡと記す）は,適切な焼成方法により高いポゾラン活性が得られ ,コンクリートの混和材料としての

利用に関して国内外の研究機関において多くの研究が行われてきた .本研究では ,従来のＲＨＡと比較し高いポゾラン

活性を持ったＲＨＡを貧配合及び富配合の水結合材比のコンクリートに用い,強度特性および耐久性について検討を

行う. 

２.実験概要  

２．１使用材料および配合 

本研究において使用したセメントは普通ポルトランドセメント,高活性ＲＨＡは攪拌式焼成炉を用い,焼成温度は平均

５００℃にて製造したものである.使用したＲＨＡの物理的性質は密度２．１５（ｇ/ｃ㎡）,ＢＥＴ比表面積９０（㎡ /ｇ）,平均電

気伝導率差４．５（ｍＳ/ｃｍ）,強熱減量３．０（％）以下となっている.粗骨材は ,岩手県久慈市産硬質砂岩砕石（Ｇｍａｘ２

０mm,表乾密度２．６４ｇ/ｃ㎡）細骨材は ,岩手県久慈市産川砂（Ｆ.Ｍ .２．８４,表乾密度２．６０ｇ/ｃ㎡）,混和剤としてポリカ

ルボン酸系高性能減水剤,天然樹脂酸塩

ＡＥ剤を用いた. 

 本研究のコンクリートの種類と配合を表

－１に示す．水結合材比（Ｗ／（Ｃ+Ｒ））

は３０％ ,３５％ ,７５％ ,８０％で,単位結合材

量を一定とし ,ＲＨＡの混和材率は ,１０％

～３０％の範囲で選定した．供試体はφ 

１００×２００ｍｍの円柱供試体とした. 

２．２試験項目および方法 

（１）強度試験  

硬化コンクリートの試験として,材齢３日 ,７日 ,２８日 ,９１日にて圧縮強度試験（ＪＩＳ Ａ １１０８）,引張強度試験（ＪＩＳ Ａ 

１１１３）を行った. 

（２）耐酸性試験  

材齢２８日に達した供試体を恒温恒湿室にて７日間乾燥し,試験溶液に曝される供試体中央部分１５０ｍｍを確保

し両端面をパラフィンシールし試験を行った .試験材齢は４週 ,８週 ,１２週とし各材齢に達した供試体のパラフィンシー

ルを取り除き,恒温恒湿室で７日間の乾燥後 ,減少重量を測定した .また,試験溶液は２％塩酸（ＨＣｌ）および５％硫酸

（Ｈ２ＳＯ４）を用いた. 

（３）促進中性化試験  

材齢２８日に達した供試体を恒温恒湿室にて７日間乾燥し,供試体の上面および下面をシリコンにて封緘し試験

を行った .促進中性化槽は ,炭酸ガス濃度５．０％ ,相対湿度６０％ ,温度２０℃一定とした .試験材齢は２週 ,４週 ,８週とし

割裂後 ,１％フェノールフタレインアルコール溶液を噴霧し着色しない部分を中性化深さとした .中性化深さの測定は

供試体の打設底面２０ｍｍ部分から打設面方向に１５ｍｍ間隔で中性化面各１０点の測定を行った. 
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表－１コンクリートの種類と配合 
ＡＥ ＳＰ

（Ｃ×％）（Ｃ×％）
Ｃ-３０ ６００ ０ ５８８ ９３４ 0.030 0.250
Ｒ-３０-１０ ５４０ ６０ ５７９ ９２０ 0.060 1.400
Ｒ-３０-２０ ４８０ １２０ ５７０ ９０６ 0.120 2.600
Ｃ-３５ ５０９ ０ ６３６ ９６８ 0.030 0.175
Ｒ-３５-１０ ４５８ ５１ ６２８ ９５６ 0.045 0.800
Ｒ-３５-２０ ４０７ １０２ ６２０ ９４４ 0.060 1.600
Ｒ-３５-３０ ３５６ １５３ ６１２ ９３２ 0.070 2.720
Ｃ-７５ ２２９ ０ ８８０ ９６８ 0.015 0.000
Ｒ-７５-１０ ２０６ ２３ ８７６ ９６４ 0.015 0.200
Ｒ-７５-２０ １８３ ４６ ８７２ ９６０ 0.020 0.350
Ｒ-７５-３０ １６０ ６９ ８６８ ９５４ 0.025 0.720
Ｃ-８０ ２１８ ０ ９０１ ９５２ 0.010 0.000
Ｒ-８０-１０ １９６ ２２ ８９７ ９４８ 0.010 0.120
Ｒ-８０-２０ １７４ ４４ ８９３ ９４４ 0.012 0.230
Ｒ-８０-３０ １５３ ６５ ８８９ ９４０ 0.016 0.600
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３.結果および考察 

３．１強度特性 

 水結合材比３５％および７５％の各材齢における圧縮強度および強

度比率の関係を図－１,図－２に示す.水結合材比３５％では,初期材

齢からＲＨＡ混合率の増加とともにコントロールコンクリートより高い強

度を示しており,材齢２８日におけるコントロール強度５１．２（Ｎ /ｍｍ２）

に対し,１０％混合では ,６６．２（Ｎ/ｍｍ２）（１２９％）,２０％混合では ,７５．

２（Ｎ/ｍｍ２）（１４７％）,３０％混合では ,８２．２（Ｎ/ｍｍ２）（１６１％）とな

った.水結合材比７５％では ,初期材齢において,水結合材比３５％の

ような強度の増加はみられず,材齢９１日で強度比率１３４％にとどま

った.この原因として本研究で用いた高活性ＲＨＡは活性が高いため,

粉砕時の２次凝集が強く,単位結合材量あたりの高性能減水剤所要

量の違いによるものであると考えられる. 

３．２耐酸性試験 

 図－３,図－４に耐酸性試験の結果を示す.水結合材比３５％は ,塩

酸溶液においてコントロールコンクリートおよびＲＨＡ混合コンクリート

には ,大きな重量変化の差はほとんど見られない.硫酸溶液において

は ,コントロールコンクリートに比較しＲＨＡ混合コンクリートは試験材

齢８週において重量変化率で３．５％の向上が見られた.水結合材比

７５％でも同様の傾向となっているが ,水結合材比３５％では硫酸溶

液による重量変化が大きいのに対し,水結合材比７５％では塩酸溶

液による重量変化が大きくなっている.全体の傾向として ,ＲＨＡ混合コ

ンクリートは酸に対する抵抗性が向上することが確認された. 

３．３促進中性化試験 

 図－５に水結合材比７５％の促進中性化試験の結果を示す .いず

れの試験材齢においてもＲＨＡ混合コンクリートはコントロールコンクリ

ートに比較して中性化深さは深くなっている.これはＲＨＡの主成分で

あるＳｉＯ２がコンクリート中のＣａ（ＯＨ）２と反応することによりコンクリー

ト中のｐＨが低下したため中性化が進行したものであると考えられる.

水結合材比３５％では ,本研究の試験材齢においては ,コントロールコ

ンクリートおよびＲＨＡ混合コンクリートのどちらも計測できうる中性化

は認められなかった .これは,単位水量が少ないためコンクリートは密

実化しているためであると思われる. 

４.まとめ 

 高活性ＲＨＡを混和材として用いた場合,強度特性としては富配合

コンクリートで効果が高いのに対し,貧配合コンクリー トでは期待した

効果より低い結果となった .耐酸性の結果から,いずれの水結合材比

においてもコントロールコンクリートと比較し,ＲＨＡ混合コンクリートは

酸に対する抵抗性が向上することが確認された.しかし,中性化試験

の結果から,貧配合コンクリートへＲＨＡを用いるためには,ＲＨＡの活

性度の違いによる混合率を決定する必要があると思われる. 
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図－１圧縮強度・比率と材齢の関係（３５％） 
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図－２圧縮強度・比率と材齢の関係（７５％） 
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図－３耐酸性重量変化率（３５％） 
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図－４耐酸性重量変化率（７５％） 
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図－５中性化深さと試験材齢の関係（７５％） 
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